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た
。
こ
れ
も
職
員
、
森
林
技
術
者
の
努
力
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
役
員
、
総
代
、
組
合

員
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
1
年
間
の
主
な
事
業
な
ど
を
考
え
て

み
ま
す
。

(
1
)
　
旧
川
上
製
材
セ
ン
タ
ー
(
現
　
機
械
保

管
倉
庫
)
　
を
整
理
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
1
 
6

年
6
月
に
合
併
承
継
し
た
旧
川
上
村
森
林
組

合
の
製
材
セ
ン
タ
ー
は
、
合
併
2
年
次
よ
り

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
森
林
組

合
の
運
営
並
び
に
事
業
の
推
進
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ます。さ
て
、
組
合
長
就
任
後
2
年
間
が
経
過
し
、

第
1
 
2
回
総
代
会
に
お
い
て
平
成
2
7
年
度
の
事

業
決
算
を
は
じ
め
9
議
案
の
ご
承
認
を
受
け

ま
し
た
。
九
州
熊
本
の
震
度
7
と
い
う
大
き
な
地
震

に
よ
る
自
然
災
害
が
発
生
し
た
日
本
国
土
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
我
々
の
地
域
で
も
安
心

出
来
ま
せ
ん
。

世
界
経
済
が
停
滞
す
る
中
、
日
本
経
済
に

も
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
林
業
関
係
の

国
、
県
の
予
算
も
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
2
7
年
1
0
月
に
は
岐
阜
県
で
　
「
全
国
育

樹
祭
」
　
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
皇
太
子
殿
下

を
遠
く
で
ご
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
、
初
め
て
間
伐
行
事
が
な
さ
れ
、
全
国

に
山
を
育
て
る
間
伐
事
業
の
重
要
性
が
大
き

く
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
2
7
年
度
の
決
算
は
昨
年
に
引
き
続
い

て
、
1
0
・
8
8
0
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

赤
字
が
続
い
た
た
め
業
務
を
休
止
し
、
組
合

の
機
械
保
管
倉
庫
と
し
て
利
用
し
て
参
り
ま

し
た
。
倉
庫
と
し
て
維
持
管
理
す
る
た
め
に

年
間
1
0
0
万
円
の
経
費
が
必
要
な
こ
と
、

ま
た
、
補
助
事
業
に
よ
り
設
置
し
た
施
設
の

た
め
目
的
外
の
利
用
又
は
処
分
等
に
つ
い
て

は
、
困
難
を
要
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
中
、
行
政
機
関
の

許
可
を
得
て
、
製
材
業
を
担
う
地
元
企
業

「
M
F
P
合
同
会
社
」
　
に
譲
渡
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

(
2
)
　
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
を
い
た
し

ま
し
た
。
将
来
の
林
業
を
考
え
た
場
合
、
機

械
化
に
よ
る
作
業
効
率
の
向
上
が
不
可
欠
と

考
え
、
木
材
生
産
高
性
能
林
業
機
械
導
入
加

速
化
事
業
に
よ
り
2
分
の
1
の
補
助
を
得
て
、

ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
夕
と
フ
ォ
ワ
ー
夕
を
各
1
台

導
入
い
た
し
ま
し
た
。

(
3
)
　
平
成
2
7
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

利
用
間
伐
、
伐
捨
間
伐
、
作
業
道
開
設
な
ど

の
業
務
を
主
体
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
取

扱
量
で
市
有
林
、
財
産
区
、
生
産
森
林
組
合

が
主
体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

業
は
、
境
界
が
明
確
で
事
業
地
の
施
工
管
理

も
容
易
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
3
点
が
今
年
度
の
黒
字
に
な
っ
た

要
因
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
2
8
年
度
は
、
国
、
県
の
政
策
、

指
導
に
よ
り
木
材
の
使
用
量
は
増
加
す
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
岐
阜
県
が
誘
致
し
た
加

子
母
の
　
「
森
の
合
板
協
同
組
合
工
場
」
、
瑞

穂
市
の
　
「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ナ
ジ
ー
東
海
」
、

郡
上
市
白
鳥
の
　
「
長
良
川
木
材
事
業
協
同
組

合
」
　
の
大
型
製
材
所
の
需
要
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
木
材
は
、
原
材
料
化
し
木
材
の

価
格
ア
ッ
プ
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
昨
年
、

実
績
の
あ
り
ま
し
た
海
外
輸
出
も
世
界
経
済

に
左
右
さ
れ
ま
す
。
名
古
屋
城
天
守
閣
の
話

題
も
あ
り
ま
す
が
、
具
体
化
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
厳
し
い
林
業
経
営
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

例
年
、
東
京
で
開
催
さ
れ
る
全
国
森
林
組

合
大
会
で
系
統
森
林
組
合
の
運
動
方
針
と
し

て
、
『
森
林
・
林
業
・
山
村
、
未
来
創
造
運

動
』
　
「
次
代
へ
森
を
活
か
し
て
地
域
を
創
る
」

が
決
議
さ
れ
、
岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会
を

介
し
て
、
各
組
合
で
も
平
成
2
8
年
度
よ
り
5

年
間
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
組
合
も
総
代
会
議
案
で
中
津
川
市
森
林
組

合
の
取
り
組
み
を
提
案
し
、
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
目
的
は
、
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

1
)
　
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業
経
営
に

よ
る
、
組
合
員
の
経
済
的
利
益
の
向
上

2
)
　
林
業
・
関
連
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
、

地
域
社
会
の
活
力
創
造

3
)
　
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
高
度
発

揮
に
よ
る
、
市
民
生
活
へ
の
貢
献

本
年
度
も
、
健
全
経
営
・
安
全
労
働
で
、

組
合
員
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
役
職

員
一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
関
係

機
関
各
位
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。(
組
合
長
あ
い
さ
つ
よ
り
)

●
運
営
の
基
本
方
針

【総　括】
国
の
施
策
で
は
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の

発
揮
を
図
り
つ
つ
資
源
の
循
環
利
用
を
通
じ

て
林
業
を
成
長
産
業
と
し
て
確
立
し
て
い
く

た
め
、
施
業
の
集
約
化
や
路
網
整
備
に
よ
り

生
産
基
盤
を
強
化
し
、
間
伐
等
の
森
林
整
備

を
推
進
す
る
と
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は

列
状
間
伐
や
森
林
作
業
道
の
継
続
利
用
に
よ

る
効
率
的
な
間
伐
の
推
進
、
伐
採
と
造
林

(
植
栽
)
　
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
る
森
林
整
備
の
低
コ
ス
ト
化
を
推
進
す
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
列
状
間
伐
と
は
、
伐
採

す
る
際
に
、
例
え
ば
1
列
を
伐
採
し
2
列
を

残
す
と
い
う
方
法
で
あ
り
、
1
伐
2
残
と
言

い
ま
す
。
1
伐
し
た
列
は
皆
伐
状
態
な
の
で
、

搬
出
が
容
易
に
な
り
、
搬
出
コ
ス
ト
の
削
減

と
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
2
列
が

間
伐
さ
れ
て
い
な
い
状
態
と
な
る
た
め
、
初

回
時
は
定
性
間
伐
に
よ
り
、
劣
勢
木
を
間
伐

し
て
お
く
と
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
伐
採
と

造
林
の
一
環
作
業
シ
ス
テ
ム
と
は
、
皆
伐
現

場
で
伐
採
後
の
地
掩
え
及
び
植
栽
を
想
定
し

た
木
材
搬
出
を
行
う
こ
と
で
作
業
ロ
ス
を
低

減
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
森
林
所
有
者
の
意
向
に
沿
う
形
で
今

後
、
計
画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
で
は
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
条
例
に

お
い
て
8
月
8
臼
を
　
「
ぎ
ふ
山
の
日
」
　
と
し
、

「
ぎ
ふ
の
山
に
親
し
む
月
間
」
　
と
し
て
き
ま

し
た
。
国
で
は
今
年
か
ら
8
月
廿
日
を
　
「
山

の
日
」
　
と
し
て
祝
日
に
制
定
し
ま
し
た
。
当

組
合
で
も
山
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
指
導
部
門
】

・
「
森
林
組
合
だ
よ
り
第
1
 
2
号
」
　
の
発
行
を

通
じ
て
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

・
森
林
・
林
業
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
す
。

・
小
学
生
を
対
象
と
し
た
森
林
教
室
を
開
催

し
、
林
業
の
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

【
販
売
部
門
】

・
木
材
搬
出
計
画
を
着
実
に
実
施
し
、
目
標

達
成
に
努
め
ま
す
。

・
高
性
能
林
業
機
械
の
有
効
活
用
に
努
め
、

組
合
員
へ
の
還
元
を
図
り
ま
す
。

【
森
林
整
備
部
門
】

・
森
林
経
営
計
画
の
作
成
と
実
施
を
推
進
し

ます。

・
環
境
税
を
活
用
し
た
奥
地
間
伐
を
実
施
し

ます。

・
森
林
境
界
明
確
化
を
実
施
し
、
事
業
の
立

案
と
集
約
化
を
図
り
ま
す
。

・
豊
山
、
家
屋
、
道
路
周
辺
の
支
障
木
伐
採
、

危
険
木
除
去
を
実
施
し
ま
す
。
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②売掛金 �320 �②未払金 �48,396 

③未収金 �37,194 �③預り金 �388 

④棚卸資産 ⑤その他資産 �342 �④その他負債 �24,079 
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事業損益の部 

358,558 

事業総費用 ��262,262 

事業管理費 ��92,680 

事業利益 ��3,616 

事業外損益の部 �� 

事業外収益 ��6,815 

事業外費用 ��373 

事業外損益 ��6.442 

経常利益 ��10,058 

特別利益 ��18,853 

持別損失 ��17,845 

特局 �損益 �1,008 

税引首 �当期剰余金 �11,066 

法人税等 ��185 

10,88l 

8,395 

19,276 

/ク′ク′ク/ク森林簿賞与について/ク/ク/ク/ク
森林簿は県機関より、森林経営計画等を立案するために森林組合へ貸与されております。
第12回通常総代会に於いて、第8号議案「森林簿貸与申請に伴う組合員の同意について」を上程し承認されました。
「森林簿貸与申請に伴う組合員の同意について」

組合員は、今後、所有する森林に関する森林簿情報が、森林経営計画等の作成若しくは作成の指導援助を目的とし
て県から森林組合に貸与されることに同意するものとする。ただし、貸与に同意しない組合員にあっては、書面によ
り森林組合長に申し出ることができる。

/ク名義変更(相続〃譲渡・代表者変更)による届出についてのお願いク
組合員様の死亡等による相続、山の譲渡、団体・法人の代表者変更などによる名義変更の届出をされる方はご連絡
下さい。届出の用紙をお送りします。
また、組合事務所で手続きをされる方は、ご印鑑を持参下さい。なお、お近くの総代の方で組合員様の変更にお気
づきの方はお知らせください。



総代改選のお知らせ

総代任期

平成29年5月24日から

平成32年5月23日まで

筏

役員改選のお知らせ

平成29年は、役員選任の年です。

*役員の選任は役員選任規程に基づき平成29年5月

の通常総代会において行います。

起語圏圏囲

「なかつがわ山のロイペン山開催


